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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業） 

総合研究報告書 

 

稀少難治性皮膚疾患に関する調査研究 
研究代表者 天谷雅行 慶應義塾大学医学部皮膚科 教授 

 

【研究要旨】 

本研究班は、稀少難治性皮膚疾患を対象として、全国疫学調査、QOL調査等による科学的

根拠の集積・分析を推進するとともに、医療情報提供と社会啓発活動を通して、臨床現場

における医療の質の向上を図り、国民への研究成果の還元を促進することを目的としてい

る。あわせて日本皮膚科学会などの関係学会と連携しながら、エビデンスに基づいた診療

ガイドラインの作成・改訂や国際シンポジウムの開催など、グローバルな情報発信を行う。 

安定的な医療費助成制度の確立をめざし、新たに成立した「難病の患者に対する医療等

に関する法律」に基づいた難病対策が2015年7月1日から施行された。本研究班では、新制

度の要求に沿った形で、2014年度から疾患概要の整備、診断基準および重症度判定基準の

設定を行い、類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む）、先天性魚鱗癬、弾性線維性仮性黄色

腫、眼皮膚白皮症、特発性後天性無汗症（2016年度より独立した研究班へ）、肥厚性皮膚

骨膜症（2015年度より独立した研究班へ）が新規の難病に認定される上での基礎情報を提

供した。また、既に指定難病として認定されていた天疱瘡、表皮水疱症、膿疱性乾癬につ

いても、より客観性の高い重症度判定基準の導入を提案し、医療費助成対象の選定基準の

見直しを行った。また疾患を横断する研究として、症例登録（レジストリ）、疫学調査、

生体試料集積、統括的ゲノム解析、医療情報提供が行われ、一部の疾患では合併症リスク

の解析など、統合的な成果が見られつつある。 

新しい難病対策は、まだ全国的に浸透していない可能性もあり、診断基準・重症度判定

基準の妥当性の評価とともに調査研究班として注意深く経過を見ていく必要がある。また、

全国的に指定難病全般の診断および治療水準を引き上げるため、今後も診療ガイドライン

の策定・最適化を進めていく。 

 

A.研究目的 

本研究班は、原因不明で治療法が確立していない難治性皮膚疾患に対する医療の基盤を

強化するため、各疾患の診断基準・重症度分類基準の策定と普及、疫学調査とデータベー

スの作成、全国共通で国際的に通用する診療ガイドラインの策定・改訂を目的とする。 

1. 各疾患群の研究 

[天疱瘡] 診療ガイドラインの最適化・改訂を目的とした臨床研究（ガイドラインに基づい

た治療成績の評価など）を施行する。 

[類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む）] 2015年より指定難病に追加された。客観性の高い

診断基準および重症度分類、診療ガイドラインを作成する。 

[膿疱性乾癬] 診断基準・重症度判定基準を整備するとともに、診療ガイドラインを改訂す

る。また、診療ガイドラインの有用性について検証する。 



2 
 

[表皮水疱症] 2015年より重症の単純型も指定難病の認定を受けることができるようにな

った。診断基準および重症度判定基準の妥当性を評価するとともに、診断および治療法選

択について標準的医療の提供を可能にする診療ガイドラインを作成する。 

[先天性魚鱗癬] 2015年より厚生労働省の指定難病に追加された。患者重症度分類の確立と

QOL調査を通じて、診療ガイドライン策定を進める。 

[弾性線維性仮性黄色腫] 2015年より指定難病に追加された。患者の実態調査に基づいた診

療ガイドラインを作成する。  

[眼皮膚白皮症] 2015年より指定難病に追加された。2014年に発表された診療ガイドライン

の補完と、難病申請の実状に役立つように最適化をはかる。 

[遺伝性血管性浮腫] 日本での罹患実態を明らかにして、治療薬の位置づけと使用法を確立

するとともに、医学的および社会的な側面から診療体制を構築する。 

2. 共通研究課題 

 [症例登録と疫学解析] 全国規模での各疾患の症例登録を進めるとともに、臨床疫学像・

重症度分布を把握する。各疾患の臨床調査個人票に基づいたデータベースを解析する。 

[医療情報提供と社会啓発] 本研究班の対象疾患に関して、患者および家族を対象とした啓

発活動の推進、地域の一般臨床医や医療従事者への医療情報提供を行う。 

[生体試料蓄積] 多施設共同で各疾患の臨床情報と連結可能な生体試料を寄託・管理・分譲

できるネットワークシステムの整備・拡充に取り組む。 

[統括的ゲノム解析] 各疾患における遺伝的背景や遺伝子型と臨床症状との相関関係等を

明らかにすることで、診療ガイドラインの最適化に貢献する。 

 

B.研究方法 

班員の所属施設を拠点として、対象となっている各疾患について臨床研究・症例登録・

生体試料収集に取り組むとともに、得られた成果を患者に還元するため医療情報共有と社

会啓発活動を継続的に展開する。 

1. 各疾患群の研究 

[天疱瘡] 臨床症状スコアであるPDAIによる重症度判定に関する評価、診療ガイドライン

に基づいた治療成績の評価、新しい自己抗体検査法であるCLEIA法の臨床的有用性につい

ての検討を行なった。 

[類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む）] 指定難病としての診断基準および重症度判定基準

を策定するため、臨床症状スコアBPDAIによる重症度判定の評価を行なった。また、自己

免疫性水疱症の診療拠点となっている全国8つの大学病院皮膚科からなる「類天疱瘡診療

ガイドライン作成委員会」を組織し、ガイドライン策定作業を行った。 

[膿疱性乾癬] IL-36RN遺伝子異常などの新知見を盛り込んだ診断基準、重症度判断基準の

見直しを行なった。また診療ガイドラインの英語版を作成するとともに、新しい治療のエ

ビデンスに基づいた診療ガイドラインの普及と改訂の準備、患者QOL調査を行った。 

[表皮水疱症] 全身症状を盛り込みつつ客観性を高めるため、スコアに基づいた新しい重症

度判定基準を提案するとともに、その有用性・汎用性・妥当性について検討した。またガ

イドライン作成委員会を組織し、疫学・病態・診断・治療のそれぞれについて必要な最新

情報を整理して、診療ガイドライン策定作業を進めた。 
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[先天性魚鱗癬] 病型分類、診断基準、重症度判定基準の策定を行なった。診療ガイドライ

ン作成の準備として、重症度調査票の整備とQOL調査を行った。 

[弾性線維性仮性黄色腫] 全国的疫学調査および罹患実態調査の結果をもとに、診断基準・

重症度判定基準を設定し、皮膚科・眼科・循環器科の医師を中心にガイドライン作成委員

会を組織して、診療ガイドラインの草稿を準備した。 

[眼皮膚白皮症] 小児慢性特定疾患との整合性を検討しながら、診断基準、重症度判定基準

の策定を行なった。疫学に関する全国調査を行うとともに、診療ガイドライン最適化を進

めた。 

[遺伝性血管性浮腫]、患者に対するアンケート調査を施行して罹患実態を把握するととも

に、国際ガイドライン、海外で使用されている患者レジストリの状況を調査し、日本に適

したレジストリ構築を検討した。 

2. 共通研究課題 

 [症例登録と疫学解析] 症例レジストリに登録されたデータ、臨床調査個人票データベー

スを活用して、膿疱性乾癬における頻回再発や関節症合併のリスクについて、天疱瘡にお

ける免疫抑制剤の併用効果などを検討した。 

[医療情報提供と社会啓発] ホームページ掲載を継続するとともに、天疱瘡・類天疱瘡、表

皮水疱症、魚鱗癬の患者会について、医学的側面からサポートするとともに会員からの情

報収集を行った。 

[生体試料蓄積] 2009年度に構築された基本的枠組みを生かしつつ、独立行政法人・医薬基

盤研究所・難病研究資源バンクと提携しながら生体試料収集を継続した。 

[統括的ゲノム解析] 生体試料バンクとの連携体制を整えるとともに、天疱瘡の新規患者試

料の受け入れ、ゲノムDNAの抽出と保存を行なった。 

 

【倫理面への配慮】 

本研究は、「臨床研究に関する倫理指針」（平成 20 年厚生労働省公示第 415 号）を遵守

する。また「ヘルシンキ宣言（2000 年改訂）」の趣旨を尊重し、医の倫理に十分配慮して

行う。疫学調査は「疫学研究に関する倫理指針（文部科学省、厚生労働省、平成 20 年 12

月 1 日改正）」に基づき、倫理委員会の承認を得た上で行う。各分担施設に関しても同様

に行う。以下は、倫理規定による承認。 

＜慶應義塾大学＞ 

１）「稀少難治性皮膚疾患臨床統計調査研究計画」（20090016） 

２）「ステロイド治療抵抗性の天疱瘡患者および類天疱瘡患者、後天性表皮水疱症患者を

対象とした Rituximab の効果・安全性の探索的研究」（20090040） 

３）「天疱瘡における遺伝的背景の検索」（20090066） 

４）「患者検体を用いた自己免疫性皮膚疾患発症機序の解明」（20120180） 

５）「ステロイド治療抵抗性の自己免疫性水疱症患者を対象とした維持投与を含む

Rituximab 治療 Rtx-BD Trial (Rituximab of Intractable Autoimmune Bullous Disease 

Trial)2」（20140238） 

＜北海道大学＞ 

６）「新規 ELISA を用いた水疱性類天疱瘡診断システムの開発」（012-0173） 
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＜岡山大学＞ 

７）「天疱瘡における遺伝的背景の検索」（127） 

８）「天疱瘡患者における改良ELISA法で検出される病因性抗体値と疾患活動性との関連

性についての解析」（893） 

９）「ステロイド治療抵抗性の天疱瘡患者および類天疱瘡患者、後天性表皮水疱症患者を

対象としたRituimabの効果・安全性の探索的研究」（1015, 1492） 

１０）「稀少難治性皮膚疾患臨床情報レジストリ研究計画」（651） 

１１）「稀少難治性皮膚疾患克服のための生体試料の収集に関する研究」（232, 239） 

＜名古屋大学＞ 

１２）「遺伝性角化異常症の遺伝子診断」（1088-4） 

＜順天堂大学＞ 

１３）「稀少難治性皮膚疾患臨床情報レジストリ研究計画」（2013037, 03-031） 

１４）「稀少難治性皮膚疾患克服のための生体試料の収集に関する研究」（202137, 897） 

１５）「先天性魚鱗癬の重症度と QOL 調査」（14-135） 

＜長崎大学＞ 

１６）「多施設患者登録システムによる、弾性線維性仮性黄色腫の臨床像、自然経過、予

後、病因、治療の反応性の解析」（100802191） 

＜新潟大学＞ 

１７）「天疱瘡における遺伝的背景の検索」（408） 

１８）「遺伝性皮膚疾患の遺伝子解析」（517） 

１９）「自己免疫性水疱症の遺伝子解析研究」（558） 

＜山口大学＞ 

２０）「稀少難治性皮膚疾患克服のための生体試料の収集に関する研究」（H23-33-2, 151） 

２１）「稀少難治性皮膚疾患克服のための生体試料の収集に関する研究」（H23-33-3, 151） 

２２）「膿疱性乾癬の発症に関与する遺伝要因の解明」（H24-84, 161） 

＜山形大学＞ 

２３）「遺伝性色素異常症患者の遺伝子診断」（H24-139） 

＜久留米大学＞ 

２４）「自己免疫性水疱症の遺伝子解析研究」（127） 

２５）「自己免疫性水疱症の自己抗体研究」（12164） 

２６）「自己免疫性水疱症に関するアンケート調査研究」（14089） 

 

C.研究成果 

1. 各疾患群の研究 

[天疱瘡] 研究結果に基づいて、PDAIによる重症度判定基準のカットオフ値（重症25点以

上、中等症9〜24点、軽症8点以下）を提案した。また、慶應義塾大学でガイドラインに基

づいて初期治療が行われた天疱瘡患者62例において、1年以内に64.5％、2年以内に90.3％

が寛解（プレドニゾロン換算で10mg/日以下の治療で2ヶ月間病変がない状態）となってい

た。ただし72.6％で有害事象が見られ、そのうち6例は重篤と判断された。また、CLEIA

法による自己抗体価は、臨床症状スコアの動きに一致して変動することが示され、従来の
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ELISA法と同等以上に有用であることが示された。 

[類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む）] 水疱性類天疱瘡（BP）、粘膜類天疱瘡（MMP）、

後天性表皮水疱症（EBA）を包含し、I.概要、II.診断基準と重症度判定基準、III.治療指針

から構成される診療ガイドラインを完成できた。2017年2月に日本皮膚科学会理事会にて

承認され、まもなく公開される予定。 

[膿疱性乾癬] 診療ガイドラインに、新しい治療法である生物学的製剤、顆粒球・単球吸着

療法などを組み入れて改訂した。また、膿疱性乾癬におけるIL36RNなどの遺伝子変異の

検査が実臨床に応用されていることから、臨床調査個人票を改訂した。診療ガイドライン

英語版が、まもなく公開される予定である。 

[表皮水疱症] 病型に関わらず皮膚症状および合併症をスコア化して重症度を判定できる

ように重症度判定基準を改定した。これまで特定疾患に認定されなかった単純型でも、広

範囲の水疱形成や歩行障害などの症状を呈する症例は特定疾患と認定されるようになった。

また、ガイドライン作成委員会を組織して診療ガイドライン案を作成した。 

[先天性魚鱗癬] 病型分類を、1.ケラチン症性魚鱗癬、2.道化師様魚鱗癬、3.道化師様魚鱗

癬以外の常染色体劣性遺伝性魚鱗癬、4.魚鱗癬症候群の4亜型とし、指定難病の認定に用い

られうる診断基準と重症度診断基準を策定した。過去の調査研究で得られた魚鱗癬症候群

の臨床データをもとに皮膚の重症度について解析したところ、症例間の多様性が観察され

た。 

[弾性線維性仮性黄色腫] 患者データをもとに、診断基準の改定およびスコア化による重症

度判定基準を策定した。スコア化により、全国の罹患実態が詳細に把握され、海外の症例

に比較して日本の患者では重症度が有意に低いことが示された。 

[眼皮膚白皮症] 全国調査の結果、年間患者数の概数が把握できた。指定難病の拡大に際し

て、より生命に関わる症状の有無、日常のQOLに最も大きな影響を与える視力障害が重視

されるように、診断基準および重症度判定基準を再評価した。また、147例の眼皮膚白皮

症および疑い患者の遺伝子診断によるサブタイプ解析の結果、以前の報告とほぼ同様、4

型、1型の順に多いことがわかった。ただし42例（28.6％）では、原因遺伝子は不明のま

まである。2017年2月、日本皮膚科学会雑誌にガイドラインの補遺を発表した。 

[遺伝性血管性浮腫] 全国調査の結果、日本における患者数が増加傾向にあることが確認さ

れた。世界アレルギー機構（WAO）が作成した国際ガイドラインを翻訳し、原著者の承諾

を得て日本アレルギー学会誌で発表した。アンケート調査の結果、患者一人あたり1年間

で平均18回の発作があり、精神的な不安を感じながら日常生活を送っており、約70％の患

者が自己注射を希望していることが判明した。レジストリ構築に関して、ウェブサイト上

で登録可能なプラットホームについて検討した。 

2. 共通研究課題 

[症例登録と疫学解析]多重ロジスティックモデルによる膿疱性乾癬発症4年後の関節症合

併リスクについて解析が可能となった。その結果、尋常性乾癬の既往あり、全身性の紅斑

および膿疱形成、白血球10000（/mm3）以上、赤沈（mm/60分）50以上、CRP（mg/dl）

7.0以上、RA陽性のオッズ比が2以上と高かったが有意ではなかった。 

[医療情報提供と社会啓発] ウェブサイトでの情報更新を継続するとともに、「天疱瘡・類

天疱瘡友の会」、「魚鱗癬の会」、「表皮水疱症患者会」などの交流会で情報発信を行っ
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た。またアンケート調査などを通じて、より要望に応える形態について検討を重ねた。 

[生体試料蓄積] 既に集積された生体試料（DNA）のうち、本研究班の対象疾患は、天疱瘡

6検体、膿疱性乾癬5検体、表皮水疱症（単純型）3検体、先天性魚鱗癬4検体、類天疱瘡5

検体である。原因遺伝子が同定されているものについては、当該遺伝子の変異情報も付与

するように努めた。 

[統括的ゲノム解析] 2016年度内に収集された48名分の天疱瘡患者からのゲノムDNAを

SNPアレイで解析し、これまでの144名分のデータと合わせて健常人日本人のゲノムデー

タと比較して統計学的処理を行い、疾患感受性遺伝子の候補が複数同定された。 

 

D. 考 察  

 3年間の総括について以下に述べる。 

1. 各疾患群の研究 

[天疱瘡] 臨床症状スコアPDAIによる重症度判定、またCLEIA法で測定した血清抗体価を

用いた診断・病勢評価の妥当性・有用性は、今回の研究を通じて普及しつつある。抗CD20

抗体療法をはじめとした新たな治療法が今後導入されることが予想されるが、現行の診療

ガイドラインによる治療成績評価なども進められており、将来的なガイドライン最適化に

向けて重要な知見が得られた。 

[類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む）] 2015年より新たに指定難病となった時期に一致し

て診断基準・重症度判定基準を確立し、診療ガイドラインを発表できたことは有意義であ

った。ただ、診療ガイドラインの策定にあたり、特に粘膜類天疱瘡、後天性表皮水疱症に

ついてはエビデンスレベルの高い報告に乏しいことがあらためて判明した。今後もエビデ

ンスを蓄積して、より正確かつ実用的なガイドラインにしていく必要があると考えられた。 

[膿疱性乾癬] 診断基準および重症度判定基準の整備、小児慢性特定疾病との連携、新しい

治療（生物学的製剤など）を含んだ診療ガイドラインの改訂、国際シンポジウムの開催に

よる問題共有と発信などが計画的に進められた。 

[表皮水疱症] 2015年より診断基準および重症度判定基準が見直され、各病型を統合的に管

理できる診療ガイドライン作成が進んでいる。また、スコアによる重症度判定は、客観的

な観察から採点することが可能であり、汎用性に優れていると考えられた。 

[先天性魚鱗癬] 2015年から新たに指定難病となった時期に一致して、客観的な診断基準・

重症度判定基準を策定できたことは有意義と考えられた。症例数が限られるため容易では

ないものの、将来的には重症度とQOLについての調査の進行とともに、各病型における診

療ガイドラインの作成が期待される。 

[弾性線維性仮性黄色腫] 2015年から新たに指定難病となった時期に一致して、客観的な診

断基準・重症度判定基準を策定できたことは有意義であった。海外に比べて日本の症例で

重症度が低いことは興味深く、人種や遺伝的背景、ライフスタイルなどに起因する可能性

が考えられた。 

[眼皮膚白皮症] 2015年から新たに指定難病となった時期に一致して、臨床現場で適用しや

すい客観的な症状や検査値による診断基準・重症度判定基準を策定できた。サブタイプ解

析では、他の民族に比べて日本人では、眼皮膚白皮症4型とHermansky-Pudlak症候群1型

の相対頻度が高いことが改めて確認された。さらに眼皮膚白皮症の1型の相対頻度が低い
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こと、3型は頻度が低いながらも存在することが明らかとなった。また、今後も継続して

臨床的に使用しやすい診断基準・重症度判定基準の評価が必要になると考えられる。 

[遺伝性血管性浮腫] 3年間の研究を通じて、罹患実態と患者の意識が検討され、日本にお

いても、適切な治療体制を早急に導入する必要があるという課題が明確に示された。患者

アンケート調査の結果から、多くの患者がより進んだ治療を希望しており、国際的な治療

基準に比較して日本では治療の選択肢が限られる実状が明らかになった。 

2. 共通研究課題 

[症例登録と疫学解析] 本年度の研究で用いられた連結データは数が限られており、性別や

既往歴で層別化した分析は困難だったが、症例登録事業で300例程度を5年以上良好に追跡

できれば分析は可能と考えられた。指定難病の拡大に伴って、疫学調査・症例登録の重要

性は高まるばかりである。将来的には症例レジストリおよびデータベースが充実し、それ

らを活用した診療ガイドラインの評価などが望まれる。 

[医療情報提供と社会啓発] 今後も患者会への支援、社会啓発活動などを継続していく必要

があると考えられ、ウェブサイト、パンフレットなどを通じた情報提供により、国民・患

者および家族・医療従事者の理解や協力が得られれば、各疾患の調査・研究もさらなる発

展が期待される。 

[生体試料蓄積] 保存されている生体試料および参加施設は徐々に増加してきている。難治

性疾患政策研究事業の基盤としての生体試料バンク事業をめざして、今後も試料収集と分

譲業務などの管理・運営を行っていく。 

[統括的ゲノム解析] 本年度までの研究で、HLAの遺伝子座の近傍に局在する遺伝子、表皮

に発現している遺伝子上のSNPが患者群と健常人群で有意差を示し、複数の遺伝子が共通

の遺伝子座に局在していることから、天疱瘡の発症に関与する染色体上の領域（疾患感受

性領域）が同定されてきた可能性がある。今後、ガイドライン最適化に資する有用な情報

が提供されることが期待される。 

 

E. 結 論 

 本研究班の目的は、稀少難治性皮膚疾患における、1)診療ガイドライン作成・改訂、2)

データベース作成・疫学解析、3)情報提供と社会啓発であり、各疾患グループと横断グル

ープが協調しながら研究が進められた。新しい難病政策の施行に伴い、本研究班の対象疾

患で2015年7月から拡大された指定難病（類天疱瘡、先天性魚鱗癬、弾性線維性仮性黄色

腫、眼皮膚白皮症、特発性後天性全身性無汗症、肥厚性皮膚骨膜症）における診断基準と

重症度判断基準の整備と検証、ガイドライン作成に向けた準備が主要な成果の一つとなっ

た。既存の指定難病（天疱瘡、表皮水疱症、膿疱性乾癬）においても、より客観性の高い

重症度判定基準が導入され、臨床調査個人票の見直しに貢献できたと考えられた。 
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time.

J	Dermatol in	press	2016

Bunimovich	YL,	Teye	K,	Ishii

N,	Ho	J,	Hashimoto	T,	Patton

TJ

IgG/IgA	Pemphigus	with

Autoantibodies	to	Desmoglein

1	and	Desmocollin	3,	and

Associated	Lung	Cancer.

J	Clin	Cosmet

Dermatol
in	press	2016
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Matsuo	Y,	Tanaka	A,	Shimomura

Y,	Hide	M

Identified	in	a	Japanese

patient	with	autosomal

recessive	woolly	hair.

J	Dermatol in	press	2016

Teye	K,	Numata	S,	Krol	RP,

Ishii	N,	Matsuda	M,	Lee	JB,

Hamada	T,	Hashimoto	T

Prevalence	of	filaggrin	gene

mutations	in	patients	with

atopic	dermatitis	and

ichthyosis	vulgaris	in	Kyushu

area	of	Japan	and	South

Korea.

J	Dermatol	Sci

2017	Jan	22.

pii:	S0923-

1811(16)30846-5.

doi:

10.1016/j.jderms

ci.2017.01.009.

[Epub	ahead	of

print]

Hashimoto	T,	Mizoguchi	A
IL10-producing	B-cells	in

autoimmune	bullous	diseases.
Br	J	Dermatol in	press	2017

Aizawa	N,	Asahina	A,	Ishii	N,

Hashimoto	T,	Nakagawa	H

The	nose	as	a	predilection

site	of	pemphigus.

Clin	Exp

Dermatol
in	press	2017

Ohashi	M,	Takagi	H,	Mizutani

Y,	Seishima	M,	Koga	H,

Hashimoto	T

A	case	of	pemphigoid	with	IgG

autoantibodies	to	the	α3

subunit	of	laminin	332

associated	with	psoriasis

vulgaris.

Eur	J	Dermatol in	press	2017

Tani	S,	Ishii	N,	Hashimoto	T,

Tsujioka	K

Bullous	pemphigoid	arising	in

a	patient	with	acquired

perforating	dermatosis.

Clin	Exp

Dermatol
in	press	2017

Okahashi	K,	Oiso	N,	Ishii	N,

Sato	M,	Uchida	S,	Matsuda	H,

Kitano	M,	Hida	J,	Kawai	S,

Sano	A,	Hashimoto	T,	Kawada	A

Paraneoplastic	pemphigus

associated	with	Castleman

disease:	Progression	from

mucous	to	mucocutaneous

lesions	with	epitope-

spreading	phenomena.

Br	J	Dermatol in	press	2017
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Miyake	M,	Oiso	N,	Ishii	K,

Hide	M,	Kawada	A

Angioedema	associated	with

excessive	sweating	and	sweat

allergy.

J	Dermatol in	press	2017

Iwanaga	A,	Okubo	Y,	Yozaki	M,

Koike	Y,	Kuwatsuka	Y,	Tomimura

S,	Yamamoto	Y,	Tamura	H,	Ikeda

S,	Maemura	K,	Tsuiki	E,

Kitaoka	T,	Endo	Y,	Mishima	H,

Yoshiura	K.	I,	Ogi	T,	Tanizaki

H,	Wataya-Kaneda	M,	Hattori	T,

Utani	A

Analysis	of	clinical	symptoms

and	ABCC6	mutations	in	76

Japanese	patients	with

pseudoxanthoma	elasticum.

J	Dermatol online,	2017

Saito	R,	Boyce	A,	Hsu	CK,

Rashidghamat	E,	Hide	M,

Wedgeworth	EK,	Flohr	C,

Mellerio	JE,	McGrath	JA

Predictive	phenotyping	of

inherited	ichthyosis	by	next

generation	DNA	sequencing.

Br	J	Dermatol in	press
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面高俊和、宇原　久、内山龍平、

佐野　佑、久保仁美、石井文人、

橋本　隆、奥山隆平

広範囲に粘膜病変を認めた抗

BP180型粘膜類天疱瘡の1例
西日本皮膚科

6(4):	345-348,

2014

照井　正
健康保険組合レセプト情報を利

用した乾癬の実態調査
臨床医薬

30:	279-285,

2014

宇谷厚志
弾性線維性仮性黄色腫の現況と

展望
日本臨牀

72:	2073-2077,

2014

宇谷厚志

【新・皮膚科セミナリウム】真

皮細胞外マトリックス病変から

全身疾患を診断

日本皮膚科学会雑

誌

124:	909-915,

2014

三長孝輔、山下幸孝、宇谷厚志、

谷口洋平、幡丸景一、中谷泰樹、

赤松拓司、瀬田剛史、浦井俊二、

上野山義人

胃粘膜生検後に出血性ショック

を来した弾性線維性仮性黄色腫

の1例

日本消化器内視鏡

学会雑誌

56:	1756-1762,

2014

宗次太吉、藤本智子、芝間さや

か、西澤　綾、井川　健、横関博

雄

高IgE症候群の患者に生じた寒冷

誘発性発汗過多症
皮膚病診療

36:	741-744,

2014

宗次太吉、藤本智子、高山かお

る、井川　健、横関博雄

当科で経験した特発性後天性全

身性無汗症の臨床的検討
皮膚病診療

36:	777-782,

2014

雑誌（和文）
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土橋人士、長谷川敏男、秋山俊

洋、込山悦子、池田志斈

右前腕の限局した再発性環状紅

い斑様乾癬の1例
臨床皮膚科

68(12):	943-

2946,	2014

扇谷咲子、土橋人士、平澤祐輔、

大熊慶湖、池田志斈

妊娠に際してinfliximabを中止

しGMA/GCAPを，出産後は

infliximab再投与を行った妊婦

膿疱性乾癬の1例

日本皮膚科学会雑

誌

124(6):	1127-

1133,	2014

著者名 論文タイトル 誌名
巻：頁、出版
年(西暦)

高橋勇人、天谷雅行

デスモグレイン3特異的T細胞に

よって誘導される多彩な皮膚病

理

実験医学
33	(12（増刊）):

1948-1953,	2015

田中　諒、福田桂太郎、平井郁

子、	舩越　建、高江雄二郎、天

谷雅行、田中　勝

二次性細菌感染により壊疽性膿

瘡様皮疹を呈した水疱性類天疱

瘡の1例

臨床皮膚科
69	(8):	554-559,

2015

中原とも子、高木　敦、住吉孝

二、山上　淳、神谷浩二、青山裕

美、岩月啓氏、池田志斈

抗デスモグレイン3抗体価が高

値・蛍光抗体間接法が陰性を示

す尋常性天疱瘡寛解例2例の血清

解析

日本皮膚科学会誌
125(8):	1593-

1599,	2015

日本皮膚科学会膿疱性乾癬（汎発

型）診療ガイドライン作成委員会

照井正、秋山真志、池田志斈、小

澤　明、金蔵拓郎、黒澤美智子、

小宮根真弓、佐野栄紀、根本

治、武藤正彦、山西清文、岩月啓

氏

膿疱性乾癬（汎発型）診療ガイ

ドライン2014年度版
日本皮膚科学会誌

(12):	2211-2257,

2015

坂本　淳、植木理恵、池田志斈 限局性Darier病の1例 皮膚科の臨床
(57):	1536-1539,

2015
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大熊慶湖、池田志斈 難治性皮膚疾患とアフェレシス
腎臓内科・泌尿器

科

1(6):	607-615,

2015

杉本佐江子、青山裕美、岩月啓氏

地固め期と治療維持期の天疱瘡

に対する免疫抑制剤によるアド

オン効果の検討

日本皮膚科学会雑

誌

125:	1911-1917,

2015

中原とも子、高木　敦、住吉孝

二、山上　淳、神谷浩二、青山裕

美、岩月啓氏、池田志斈

抗デスモグレイン3抗体価が高

値・蛍光抗体間接法が陰性を示

す尋常性天疱瘡寛解例2例の血清

解析

日本皮膚科学会雑

誌

125:	1593-1599,

2015

照井正、秋山真志、池田志斈、小

澤明、金蔵拓郎、黒澤美智子、小

宮根真弓、佐野栄紀、根本　治、

武藤正彦、山西清文、岩月啓氏

膿疱性乾癬（汎発型）診療ガイ

ドライン2014年度版

日本皮膚科学会雑

誌

125:	2211-2257,

2015

橋本　隆 自己免疫性水疱症の最新の知見
日本臨床皮膚科医

会雑誌

32(2):	170-174,

2015

橋本　隆、米田耕造

角化症と水疱症　その基礎と臨

床　自己免疫性水疱症の自己抗

原解析と新しい分類法

西日本皮膚科
121(3):	281,

2015

沼田早苗、Teye	Kwesi、Krol

Rafal、濱田尚宏、松田光弘、須

賀　康、橋本　隆

Peeling	skin	disease	における

CDSN遺伝子を含めた6遺伝子のホ

モ接合性欠失の同定

日本遺伝カウンセ

リング学会誌
36(2):	77,	2015

石井文人、大園綾花、大山文悟、

大畑千佳、橋本　隆

CLEIA法を用いた抗デスモグレイ

ン抗体測定の臨床的検討
西日本皮膚科 77(2):	179,	2015
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金　哲雄、古村南夫、松本　満、

橋本　隆

皮膚自己抗原解析による胸腺に

おける中枢性免疫寛容機序の解

明

日本皮膚科学会雑

誌

125(4):	963,

2015

永田　寛、石井文人、丸田康夫、

大畑千佳、牧野輝彦、清水忠道、

橋本　隆、名嘉眞武国

Duhring疱疹状皮膚炎の1例
日本皮膚科学会雑

誌

125(4):	916,

2015

秀　道広、岩本和真、大澤　勲、

本田大介、小豆澤宏明、鈴木大

士、山下浩平、田中　彰、パワン

カール　ルビー

WAO	Guideline	for	the

Management	of	Hereditary

Angioedema	遺伝性血管性浮腫診

療のためのWAOガイドライン

アレルギー
64:	1215-1241,

2015

照井　正、秋山真志、池田志斈、

小澤　明、金蔵拓郎、黒澤美智

子、小宮根真弓、佐野栄紀、根本

治、武藤正彦、山西清文、岩月啓

氏

膿疱性乾癬（汎発性）診療ガイ

ドライン2014年度版

日本皮膚科学会雑

誌

125:	2211-2257,

2015

藤本智子、横関博雄

原発性手掌多汗症に対する長期

50%塩化アルミニウム外用剤使用

の効果と副作用の検討

Journal	of

Environmental

Dermatology	and

Cutaneous

Allergology

9(4):	238-242,

2015

藤本智子、横関博雄、片山一朗、

金田眞理、室田浩之、田村直俊、

菅野範英、吉岡	洋、玉田康彦、

四宮滋子、岩瀬	敏、犬飼洋子、

原発性局所多汗症診療ガイドライ

ン策定委員会

日本皮膚科学会ガイドライン

原発性局所多汗症診療ガイドラ

イン2015年改訂版

日本皮膚科学会雑

誌

125(7):	1379-

1400,	2015

著者名 論文タイトル 誌名
巻：頁、出版
年(西暦)

高橋勇人、天谷雅行

天疱瘡におけるデスモグレイン3

特異的T細胞の臓器を越えた病原

的役割

医学のあゆみ
259	(2):	159-

164,	2016
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大井裕美子、角田梨沙、舩越

建、山上　淳、谷川瑛子、寺本由

紀子、天谷雅行

乳癌の放射線治療部位に再燃し

た落葉状天疱瘡
皮膚病診療

38	(11):	1093-

1096,	2016

青山裕美
DPP-4阻害薬内服患者に生じる薬

剤関連水疱性類天疱瘡
皮膚病診療

38(10):	964-970,

2016

青山裕美
DPP-4阻害薬による薬剤性水疱性

類天疱瘡
糖尿病の最新治療

7(4):	190-195,

2016

野口　篤、木村有太子、高森建

二、須賀　康、池田志斈

顆粒球吸着療法（GMA)による治

療を試みた関節症性乾癬の1例

第30回角化症研究

会記録集
112-116,	2016

白石映智子、長谷川敏男、平澤祐

輔、池田志斈

炭酸ガスレーザーにて繰り返し

治療した劣性栄養障害型表皮水

疱症における指趾癒合－3例の治

療経験－

皮膚科の臨床
58(5)：689-692,

2016

西岡いずみ、平澤祐輔、吉原

渚、扇谷咲子、池田志斈、古賀浩

嗣、橋本　隆

線状IgA/IgG水疱症 皮膚病診療
38(10):	1023-

1026,	2016

中原とも子、小川尊資、	平澤祐

輔、古賀浩嗣、石井文人、	橋本

隆、池田志斈

抗ラミニンγ1抗体を含む種々の

自己抗体が検出された自己免疫

性表皮下水疱症の1例

臨床皮膚科
70(13):	1039-

1044,	2016

佐藤之恵、原　肇秀、大久保佑

美、鍬塚　大、宇谷厚志

【鑑別に苦慮した皮膚病(2)】	<

臨床例>弾性線維性仮性黄色腫と

の鑑別を要した腋窩の多発性丘

疹の2例

皮膚病診療
38:	595-598,

2016
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鈴木民夫
【白斑治療の最前線】白斑の新

しい分類と臨床像
Derma 239:	10-16,	2016

鈴木民夫
【皮膚疾患ペディア】色素異常

症　眼皮膚白皮症(図説/特集)
日本医師会雑誌 145:	173,	2016

岡村　賢、鈴木民夫
指定難病最前線　眼皮膚白皮症

の診断基準と診療の実際(解説)
新薬と臨牀

65:	1386-1391,

2016

濱本千晶、吉益　隆、岡村　賢、

鈴木民夫、金澤伸雄、古川福実

眼皮膚白皮症(oculocutaneous

albinism:OCA)4型の1例

日本小児皮膚科学

会雑誌

35:	107-110,

2016

玉井克人
イラスト＆ビジュアル「表皮水

疱症」
Clinical	Derma

18(1)：	3-6,

2016

玉井克人

表皮水疱症に対する遺伝子治療

の現状と展望、今、着実に実り

始めた遺伝子治療―最新研究と

今後の展開

遺伝子医学MOOK
30:	158-163,

2016

玉井克人

末梢循環間葉系細胞の生体損傷

組織再生メカニズムを利用した

再生誘導医薬開発

Bio	Clinica
31(10):	34-38,

2016

橋本啓代、山本洋輔、外川八英、

石井文人、橋本　隆、松江弘之

Brunsting-Perry型を思わせる皮

疹の分布を初発症状とした水疱

性類天疱瘡

皮膚病診療
38(10):	983-986,

2016
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年(西暦)

秦　舞子、周　円、加納宏行、清

島真理子、古賀浩嗣、橋本　隆

肺癌患者に生じた抗180型粘膜類

天疱瘡
皮膚病診療

38(10):	995-998,

2016

守屋智枝、周　円、加納宏行、小

森聡子、橋本　隆、石井文人、清

島真理子

糖尿病治療薬による類天疱瘡型

薬疹を疑った症例
皮膚病診療

38(10):	1003-

1006,	2016

西岡いずみ、平澤祐輔、吉原

渚、扇谷咲子、池田志斈、石井文

人、古賀浩嗣、橋本　隆

線状IgA/IgG水疱症 皮膚病診療
38(10):	1023-

1026,	2016

片山智恵子、齊藤恭子、徳永千

春、小澤知倫、石井文人、橋本

隆

歯肉辺縁に生じた尋常性天疱瘡 皮膚病診療
38(11):	1069-

1072,	2016

白川典子、船坂陽子、菊地伊豆

実、大塚流音、橋本　隆、川名誠

司、佐伯秀久

【水疱症・膿疱症】原発性マク

ログロブリン血症に合併した腫

瘍随伴性天疱瘡の1例

皮膚科の臨床
58(1):	9-13,

2016

宇津宮まりか、佐々木哲雄、勝野

正子、竹下芳裕、池澤善郎、野澤

昭典、石井文人、橋本　隆

【水疱症・膿疱症】掌蹠、口腔

粘膜を中心に水疱を認めた後天

性表皮水疱症の1例

皮膚科の臨床
58(1):	31-35,

2016

藤田真文、遠藤雄一郎、藤澤章

弘、谷岡未樹、大日輝記、椛島健

治、石井文人、橋本　隆、宮地良

樹

歯肉粘膜びらんのみを呈した粘

膜類天疱瘡の1例
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